





は子のう殻が雨で湿潤どなり，空中に飛散するのである (Samueland Garrett 1933)が，その条
件としてGregory(1958)の観測仁よれば，降雨が少なくとも 1時間に0.01in.以上必要であると
い0.08in.の降雨で非常に多かったことを述べ，また彼は Cercosporellaherpotrichoidesの胞
子は O.graminisの場合より少なし、雨量で飛散することを報告している.Sporobolomyces ~ 
Tilletiopsis の胞子も降雨と高~"'\湿度の条件下で飛散し (Gregory and Sreeramulu 1958)， 
Venturia inaequalisの子のう胞子の飛散もまた降雨仁影響され，雨が降り始めてより 1時間後
仁飛散し， 4-5時間で非常に多くなったとどが報告されている (Mil1erand Waggoner 1957) 
Gibberella zeaeの干のう胞子も子のう般が吸水して放出される 〈井上 1959)もので， その飛散は
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22時20分に止み， 湿度も高かったが， 子のう胞子の飛散量は 19個でそれほど多くなかった. これ
は雨が8時間40分も連続して降り，雨量も多かったため，子のう設が多量の雨水仁よって洗われ，
胞子は雨とともに流れるものが多かったため， 空中に飛散するものが少なくなったものと，思われた. 5 
月12日の雨は前夜の 19時に止み，胞子数の多かった4月26日(胞子数39.5個)の降雨状況
によく似てや吾が，採集胞子数は 10.8個で多くなかった.この差の原因としては降雨後の湿度が低
























数が多かった第1表の結果からも説明されよう. しかし一方. 5月24日の例にみられるよう仁， 前
第 1表 前日の降雨の有無が子のう胞子の飛散量に及lます~・
子 の う 胞 子 の 飛 散 数 平常
6.0(5. 3) 6.8(5. 5) 6.3(5.10) 2.0(5.13) 
前日降雨有 4.8(5.16) 11.3(5.21) 1.0(5.24) 5.0 
2.3(5. 6) 0.5(5. 7) 1.5(5.14) 1.5(5.19) 
前日降雨無1.0(5.22) o (5.25) 0.5(5.26) 1.0(5.27) o (5.28) 
o (5.29) 0.8 
( )内li月日を示す.
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*出穂期(無処理区五 料開花期. ***調査日，
発病欄の月日tl:胞子伝播の遮断を取り除いた時期を示す.
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